
























Introduction of Phonological Awareness to Elementary
School English Classes, Syllable Awareness based
on Sonority Awareness




















を問わず読み発達は音韻意識に依存する（Ziegler & Goswami, 2006）とされ、音韻意識を十分に
持たないまま学習を始める子どもたちはアルファベットのコーディングスキルの獲得が困難で
ある（Stanovich, 2000）ことも調査により明らかにされており、反対に音韻意識が養われた子ど























説は国内でも研究者らによって裏づけされてきた。（例えば Otake and Yoneyama, 1999、大竹、
小学校外国語活動における音韻意識指導の試み ｢聞こえ度」を捉えさせる音節指導
― 66 ―








受け、幼児から小学校低学年まで対応する読みプログラムとして作成された Letters and Sounds:
Principles and Practice of High Qualityに従って行なわれているが、フェーズ１の音韻意識指導で
は、リスニングスキル→音節→ライム（押韻）→アリタレーション（頭韻）→オンセット－ラ
イム→音素の順にステップが踏まれている。（表１）
また、Lindberg, Frost, and Petersen（1998）によってスェーデンとデンマークにて作成された












参考１ 参考２ 参考３ 参考４
英国教育省









リスニングスキル リスニングスキル リスニングスキル 音節
音節 ライミング 音節 ライミングとオンセット
－ライム
ライム（押韻） 文・単語 オンセット－ライム アリタレーション



























































































































１音節 ４ CVC及び語頭 CCV-、CCCV-、長母音を含む語彙
２音節 ３ 語頭 CCV-、長母音を含む語彙。
３音節 ２ 語頭 CCCV-、長母音を含む語彙。
４音節 １ CVCVCVCV
（表３）事前・事後テストの回答用紙




























































































































































































パターン CVC CVC CCVCVC CCVC VCVCC CCCVCVCV CVCVCVCV CCCVCC CVCCV VCCCVCVC
音節数 1 1 2 1 2 3 4 1 2 3
１－１
32人 1 0 2 0 2 1 7 0 0 0
１－２
33人 1 1 3 1 2 0 4 1 3 0
１－３
33人 2 1 3 3 6 3 5 1 3 2
１－４
29人 1 1 2 1 5 0 5 0 1 0
学 年
127人 5 3 10 5 13 4 21 2 7 2
（表６）対象者127名の回答内訳 （人）
課題
パターン CVC CVC CCVCVC CCVC VCVCC CCCVCVCV CVCVCVCV CCCVCC CVCCV VCCCVCVC
正 答 5 3 10 5 15 4 21 2 7 2
日本語
モーラ 40 51 50 67 62 46 57 52 50 17
日本語
音 節 48 53 14 21 16 30 21 18 8 36















パターン CVC CVC CCVCVC CCVC VCVCC CCCVCVCV CVCVCVCV CCCVCC CVCCV VCCCVCVC
１－１
32人 27 28 22 16 20 28 20 11 13 18
１－２
33人 29 30 28 20 22 26 21 16 18 22
１－３
33人 28 30 25 15 25 29 22 13 19 23
１－４
29人 29 29 26 18 22 28 19 15 16 19
学 年











ランス語などの第２言語の音声を、モーラを単位として分節化する（例えば Cutler & Otake,
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